















Some creative attempts in Dusík’s piano concertos:
From the viewpoint of the keyboard compass in the 1790s
KAWAI, Tamae
Bohemian composer and pianist Jan Ladislav Dusík (1760-1812) came to London in 1789. 
He joined John Broadwood's piano making and contributed to the expansion of the 
keyboard compass in 1790s. With this, the piano has spread from 5 octaves to 5 octaves half 
and 6 octaves. This study examines the relationship between expansion of the keyboard 
compass and works.
Dusík composed seven piano concertos in London. They were affected by the keyboard 
compass in terms of sound, timbre, and hand movement.
Dusík was trying to make a new sound by expanding the keyboard compass. Dusík and 
Broadwood jointly enabled a new expression of the piano.
はじめに
1790 年代に、ジョン・ブロードウッド John Broadwood（1732-1812）がピアノの 1）音域を
5オクターヴから 5オクターヴ半へ、さらには 6オクターヴへと拡張した背景には、ロンドン
で盛んに開催された演奏会と、そのピアノ音楽の存在がある。のちに「ロンドン・ピアノ楽派」
の第 1人者と称されるヤン・ラディスラフ・ドゥシーク Jan Ladislav Dusík（1760-1812）は、
まさにその時期にロンドンで活動した。ボヘミアの小さな町チャースラフで生まれたドゥシー
クは、1779 年頃からピアニストとして演奏活動を始め、1782 年にドイツ、1786 年にパリへ移
住し、1789 年に、革命を逃れてロンドンに来た。ドゥシークは出版業で失敗してできた借金
















































1770 年代にアメリクス・バッカース Americus Backers（?-1778）が、イギリス製グランド・




成果のひとつが、「音域の拡張」であった。その時期は、ブロードウッドが 1793 年 11 月 13 日
に知人に宛てた手紙から推測することができる。
我々は現在、たいていのグランド・ピアノの最高音を cまで作っている。我々はこれまで
の 3年間はそうして作っており、まずドゥセクを喜ばせた。クラーマー Jr. はとても気に
入ったので、それをひとつ保有していた。それらは今ではかなり一般的になっている。
（Wainweight 1982: 75）
これによれば、1793 年から 3年間遡り、1791 年初めには 5オクターヴ半のピアノをつくり
始めたことになる。そしてその傍らに、ドゥシークがいた。ドゥシークは1789年 11月にブロー
ドウッドのピアノを購入し、演奏会でも愛用していた（Wainwright 1982: 75）。1794 年にはさ
らに、低音域が広がり、6オクターヴのピアノが完成している。
1790 年代は急速にピアノが普及した時代であった。1794 年までに、ブロードウッドは 500









ドゥシークがロンドンに来た正確な日付は不明だが、1789 年 6 月 1 日にハノーヴァー・ス
クエア・ルームにおける演奏会の記録に、初めて名前が登場し、おそらくこれが、ドゥシーク
のロンドン・デビューであった（Craw 1964: 49）。このときドゥシークはピアノ・ソナタを弾
いており、どの曲を弾いたのかは特定できないが、この年にパリで出版した 6つのソナタ op. 
9 および op. 10 のうちのどれかであると考えられる。
翌年からピアノ教師としての活動も開始し、コンサート・ピアニストとしても、ピアニスト
のクラーマー、ヴァイオリニストのジョバンニ・バティスタ・ヴィオッティ Giovanni 















1789 ハープ協奏曲 C. 53
1790 ハープとピアノのためのデュオ C. 63
1791 ピアノ協奏曲C. 77、ピアノ・ソナタ C.71-73
1792 ピアノ協奏曲C. 78、ピアノ・ソナタ C. 80
1793 ピアノ協奏曲C. 97、ピアノ・ソナタ C.
1794 ピアノ協奏曲C. 104
1795 ピアノ協奏曲C. 125、ピアノ・ソナタ C. 127、C. 133
1796 4 手のためのソナタ C. 144
1797 ピアノ・ソナタ C. 149-151
1798 ピアノ協奏曲C. 153、C.158








C. 97 Salomon’s Concerts, Professional Concerts
C. 104 Salomon, Professional, Oratorio Concerts
C. 125 Salomon, Opera Concerts
C. 153 Opera, Oratorio












楽節では第 1主題と比較的穏やかな第 2主題が奏されるが、続く第 1ソロ楽節ではトゥッティ
の第 1主題は演奏せず、別の主題で華やかに開始する。その後推移のパッセージがあり、トゥッ
ティで演奏された第 2主題に繋がる。この第 1ソロ楽節はたいてい充実していて、16 分音符
の素早いパッセージやオクターヴ、3度といった重音でテクニックを誇示する。第 1ソロ楽節
は第 1トゥッティ楽節よりも長く、およそ全体の 30％で、C. 104 では第 1トゥッティ楽節の


















出版年 作品番号 使用される音域 追加 盤の記載 出版社
1791 C. 77 Fis1-f3 なし Lobry, Paris
1792 C. 78 F1-f3 なし Sieber, Paris
1793 C. 97 F1-c4 あり Corri, London
1794 C. 104 G1-c4 あり Corri ＆ Dussek, London
1795 C. 125 Es1-c4 あり Longman ＆ Broderip, London
1798 C. 153 F1-c4 なし Corri, London
1798 C. 158 C-c4 なし 不明, London
C. 77 および C. 78 では、F1 と f3 を超えず、5オクターヴのピアノが想定されている。ブロー




1793 年からは、高音域が f3 から c4 まで延び 5オクターヴ半となり、1795 年にはさらに低
音域が F1 より下の Es1 が出現している。この C. 97 から C. 125 までは、「With or Without 







1798 年の 2作品でも、高音域は c4 が頻発するが、但し書きはなく、このときには 5オクター
ヴ半以上のピアノが流布していたことを物語っている。
C. 77 および C. 78 と比較すると、C. 97 以降の作品では、つまりピアノが 5オクターヴから
5オクターヴ半になると、明らかに c3 を超える高音域のパッセージが増え、ドゥシークが高
音域の響きをひじょうに好んでいたことが見て取れる。5オクターヴの最高音 f3 に到達した回
数を数えてみると、C. 77 第 1 楽章（ソロ部分 262 小節）は 37 回、C. 78 第 1 楽章（同 190 小節）
は 39 回、そして 5オクターヴ半になった C. 97 第 1 楽章（同 301 小節）では 72 回に及ぶ。5）






を超える音が最初に使われたのは 1793 年に書かれた C.97 であり、さらに F1 よりも低い音が









唯一 C. 77 はそのような和音ではなく、高音域のオクターヴで開始するが、開始 4音目で最















［譜例 1］　Dusík, Piano Concerto C.125, mov. 1, m. 80-95
［譜例 2］　Dusík, Piano Concerto C.77, mov. 1, m. 97-103
［譜例 3］　Dusík, Piano Concerto C.97 mov. 1, m. 62-66
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高音域の拡張により現れた、高音域と低音域の間にある空間、言い換えると音域の落差をう
まく利用したことは、ドゥシークの大きな特徴である。C.97 第 1 楽章第 98 小節では、最高音















る。［譜例 5］はその一例である。下段の第 2主題の前に最高音 c4 を置くことで主題とパッセー
ジの差別化を図っている。






［譜例 5］　Dusík, Piano Concert, C.97 mov. 1, m. 336-348
［譜例 6］　Dusík, Piano Concerto C.97, mov. 2, m. 70-84






























16 分音符にするのではなく、始めの 2拍は和音で、残りの 2拍を 32 分音符 14 音とした。この
14 音は即興的な性格をもち、1拍につき 7音ではなく、一気に 14 音を弾くという意味である。






C.158 第 269 小節でも、1. 5 拍の中に 5オクターヴにわたる 16 音を弾かなければならない［譜
例 10］。そして最高音 c4 に到達するとすぐさま中音域のトリルに飛びつかねばならず、手は大
きな移動を強いられる。この動きは、第 1楽章の最後の盛り上がりをつくっていると言えよう。
［譜例 9］　Dusík, Piano Concerto C. 125 mov. 1, m. 96-99
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［譜例 10］　Dusík, Piano Concerto C.158, mov. 1, m. 166-273





























5） C.97 では、転調して変化した fis3 も含む。
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